






【要約】

　食教育の食生活習慣形成に与える影響について発達学,教育学,食生態学の視点から同内

容の文献や資料の分析により,「食教育」「食生活習慣」等の概念の検討をし,乳幼児期の

特徴をふまえた幼児自身が食生活を営む力の形成を目指す.食教育の必要性と重要性が示

された.

　現行の食教育の報告書等 214 件の分析から,目的,方法,実施,評価等の内容があいまいで

かっ一貫性がみられない例が多いことも明るみに出された.さらに保育所,幼稚園の保育関

係者に対する食教育のニーズ調査(全園 52 園 672 名)から食教育への重要性の認識は非常

に高いが,セルフエフィカシーと実践状況では低率でかつ対象とする食生活の視野が狭い

こと,一方,食教育への関心が高い保育者は自己の食生活への態度においても積極性が高い

傾向が示された,また,子ども主体の参加型の食教育への具体的な教育や研修へのニーズが

高いことも示され,子ども自身,保育者自身の両面からの体系的な食教育の必要性が明らか

になった.


